
共同印刷工業株式会社
代表取締役　　江戸孝典



02

会社概要
会 社 名  共同印刷工業株式会社

資 本 金  3,230万円

代 表 者  江戸孝典

事業内容  書籍の製作・印刷

所 在 地  京都市右京区西院清水町156番地１

創　　業  1948年11月（個人創業）

従業員数  27名（男性17名　女性10名）

平均勤続年数 15.29年

平均年令  47.16歳
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事業内容

・書籍編集，デザイン業務
・書籍データの作成
・印刷，製版
・製本（※社内は小ロットに限る）
・在庫・発送業務
・その他
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当社の歩み
1948年 11月　 京都市上京区にて「活版印刷所  

共働社印刷所」を個人創業

1952年  5月　共同印刷株式会社へ法人化

1970年  7月　 京都市右京区西院へ移転  
共同印刷工業株式会社へ改称

1981年  9月　電算写植機導入（京都初）

1989年  7月　 江戸宏介が代表取締役に就任  
夘一郎は取締役会長へ

    　 12月　 活版印刷を全廃  
オフセット印刷へ完全移行

1991年  4月　 ㈱エーシーティーを淡路島に創業  
代表取締役に江戸宏介
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2002年  4月　江戸孝典　入社

    　  9月　フルデジタル化へ移行

2007年 11月　右京区西院清水町に現社屋竣工 移転

2010年  3月　江戸孝典　㈱エーシーティー代表取締役 就任

2015年 11月　 江戸孝典　代表取締役 就任  
宏介は取締役会長

2016年 10月　オフセット印刷機 更新

2019年  3月　㈱エーシーティーを100%子会社化

2022年  2月　 オフセット印刷機の更新にともない  
印刷部の２交代制を導入

2024年  3月　オンデマンド印刷機の更新
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顧客ジャンル別売上構成比

その他一般 1％印刷関連 2%
学術機関 2％

出版社
95％
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編集・デザイン
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書籍データ製作
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印刷・製版
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その他

W128×H91　ウスビ・サコの「まだ、空気読めません」　店頭POP 京都ver

ウスビ・サコの「まだ、空気読めません」

マリ共和国出身、京都精華大学学長、
ウスビ・サコが

30年にわたる京都生活での
失敗と、発見と、希望を

ユーモラスに語る。

マリ共和国出身、京都精華大学学長、
ウスビ・サコが

30年にわたる京都生活での
失敗と、発見と、希望を

ユーモラスに語る。

？！
にぎやかでよろしいね

うるさくて迷惑です
Ⓒ京都

精華
大学

●京都産蜂蜜ラベル　デザイン

●ラーメン店 Tシャツ　デザイン

●書籍店頭 POP　デザイン・印刷加工

●ホームページ　デザイン・コーディング

●書籍の梱包・発送
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障害者福祉施設への紙出の提供  
使われなかった紙を使ってもらえる人へ届ける取り組み
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アーティストへの素材提供
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アーティストへの素材提供
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アーティストの視点  
自分たちの「あたりまえ」の新しい価値
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アーティストの視点
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印刷用の紙は、印刷部数＋印刷予備(試し刷り用)＋加工(製本等)予備を購入 

紙の購入は500枚、250枚単位で切り上げ（ほとんどの紙はバラ売りなし） 

失敗せずに印刷が上手くいけば、必ず余る 

余った紙は、「保管場所」「管理の手間」の問題から廃棄する 

廃棄した紙は、産業廃棄物回収業者が「回収→古紙の原料」に 

平均して、週に3回は紙を回収
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書籍⽤紙の余り紙
成功は無駄の始まり
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書籍⽤紙の余り紙
本になるために⽣まれてきたのに・・・

試し刷り・失敗分・余り紙（未使用）を含む 
昨年当社が廃棄した紙は、約 40トン（キリン40頭分） 

「仕事が増える、会社が儲かる」＝「余り紙が増える」 

これからも印刷業を続けたい。本を作り続けたい。 
しかし、廃棄する紙の存在を見て見ぬふりはできない 

現実的に、今以上に手間などをかけることはできない
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ご提案いただきたいこと
本になるために⽣まれてきた紙たちの活かし⽅

本になるために生まれてきた紙たちの中には、 
未使用のまま本懐を遂げることなく、廃棄（リサイクル）されるものがある 

リサイクルは悪いことではないが、本来は必要のないエネルギーを 
余分に必要とする点でベストの答えではない 

「本になるはずだった紙たち」の 
リサイクル以外の新たな活かし方を提案して欲しい



ご静聴ありがとうございました。


